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「⽇本のインフラ危機」（講談社現代新書）発刊の経緯
• 東⽇本⼤震災前、当時の政権下で掲げられた「コンクリートか

ら⼈へ」というキャッチコピーが躍る中、内向きで傷をなめ合
う業界の体質に強い危機感を抱いた。

• これを契機に、⼟⽊分野から国⺠への発信の重要性を痛感し、
⼀念発起した。

• その後、様々なメディアに登場するも、いずれも⼀過性にとど
まる印象を拭えず、模索を重ねる⽇々が続いた。

• そうした中、2024年6⽉に講談社編集者佐藤慶⼀⽒より執筆のオ
ファーを受け、即座にこれを快諾。数か⽉後にドラフトを提出
したが、「教壇を降りてください」との指摘を受ける。

• 試⾏錯誤の末、2025年12⽉に本書の発刊に⾄る。
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執筆にあたり⼼掛けたこと
• 教壇からの⽬線ではなく、教壇を降りて、家族や友⼈に語り掛ける

ように執筆したこと。
• 経済の専⾨家ではなく、橋梁やコンクリート構造物といったインフ

ラの材料・構造を専⾨とする⽴場から、インフラの性能に基づいた、
単なる評論（危機をあおるだけ）にとどまらない解説を⾏っている
こと。

• 豊富なデータ（エビデンス）と具体的な実例をもとに、インフラの
現状を的確に捉えるとともに、その将来像と解決策について論じて
いること。

• インフラメンテナンスを⾝近な医療に置き換えたアナロジーを⽤い
ることで、市⺠にも直感的かつ分かりやすく理解できるよう⼯夫し
ていること。
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はじめにより -⼋潮道路陥没事故の描写-
昨⽇と変わらない交差点の⾵景。そこで信号待ちをしていると、⾞が
１台、また１台と進んでいく。
ところが、トラックがウインカーを点けて左折しようとした瞬間、め
りめりと⾳が鳴り、地⾯に⽳が空いたのです。
その４秒後、巨⼤な⽳に吸い込まれるように、トラックは頭から突っ
込んでいきました。運転⼿は３ヵ⽉以上⾒つかりませんでした。
なぜこんなことが……
ほかの道路は⼤丈夫なのだろうか……
もし⾃分が⾞を運転していて地⾯に突然⽳が空いたらどうしよう……
２０２５年１⽉に埼⽟県⼋潮市で起きた道路陥没事故は、多くの⼈に
衝撃と恐怖を与えました。
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第1章 ⽇本のインフラ建設の変遷
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第1章 ⽇本はインフラが多い？
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第1章 下⽔道構造物の建設の変遷と現状
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第1章 埼⽟県⼋潮市の道路陥没事故
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第1章 埼⽟県⼋潮市の道路陥没事故
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第1章 市区町村で管理するインフラの実態
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第1章 市区町村で管理するインフラの実態
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第1章 市区町村で管理するインフラの実態
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第1章 市区町村で管理するインフラの実態
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第1章 ⽇本における建設投資額の推移
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第1章 建設産業に従事する労働⼈⼝の推移
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第1章 建設産業に従事する労働⼈⼝の推移
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第2章 医療とインフラメンテナンスのアナロジー

22

p.71



第2章 インフラに求められるものとは？
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第2章 コンクリート構造物はなぜ劣化するのか？
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第3章 先⼈の教えに学ぶ
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第3章 ロハスの橋プロジェクト
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第3章 複合防御網によるコンクリート構造物の⾼
耐久化
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第3章 ⾼耐久床版の実装
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第3章 向定内橋のライフサイクルコスト
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第3章 床版から舗装へ
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